
3 普 及上の留意点

(1)県 内いくつかの生産組織 につ いて、組織 としての機能的側面を主体'こ調査分析 した ものであるが、

地域の大型共同利用施設の夜割を配隠することが畳要であるn

t2j 圃場の分故度がL組織機能`ご及ぼす影響の大きいことを配慮すること。

4 調 査研究方法

(1)課 題名 稲 作経営の展開と生産組織 の対応

12)調 査研究年次 昭 和 50年 ～昭和 51年

139 調査方法   聞 きとり

2  野 菜 作 安 定 経 営 の た め の品 目選定 に つ い て の一 方法

1 背 景と特徴

大都市の人口増力口にともなう野菜の需要は増加 じつつあるがもその需要の動向は、個々の種類の季

節的需要ばか りでなく、周年需要の後向となっている。

この周年需要に対する不巣の特徴、とりゎけ野菜作のイ申長著 しい高冷地での特徴は夏季冷源の立地

を利用し、葉根菜を主とし、一部果菜を含む夏から初秋の生産で時期的に暖地で生産し得ない品目

r作型 )の 生産にみる。     1

ウ も高冷地野勲こ限らず、野菜作では需給のアンバランスから価格変動が著 しく、常tごその経営

↓ごは不安定性がわきまとってぃる。このような中で個々の農家は所得の安定性の追求か、投機性追求

かで野菜作付品目選定に普慮 している。

ここでは、46年 より50年 音での 5ケ年にわたる日試寓冷地分場の実用化技術組立試験成果から

高冷地で代表的なレタスてマルチ移植、マルチ直磨、露地直播 )短根ニンジン、スイートヨーン、ハ

クサイL加 エアスパラガスをとりあげ.安 定した所得を雲視した品 目組合せモデルを試算 したので参

考に供したい。
/

2 内  容

1)安 定所得獲得のための野菜品 目組合せモデル試 算の方法                ツ

今日しば しば採用されている設計法は、いくつかの設計案歩たてぉ相互比較 し、最 も有利な設計を

選出す る試算計画法 てバジエティング ・メリー ド)ほ代表され る非数学的方法と線型計画法に代表さ

れ る数学的方法に三分される。それぞれ長所、短所があ り、一直の方法での設計には限界があ りぉ置

々の角度から数学的な分析 を行い、最終的には試算計ldi法により、情督な実施計画を練 りあげるのが

最 も良 いと思われる。数学8J分析なしtご、いきな り試算計画法で設計 した計画は科学的根拠、客観的

価値が少なく、説碍力のなしV芭険性を含んでいるからである。

数学問方法のうちL縁 型計画法は連立一次不等式 で表わされる情J約の もとでもある目的関数を最大、

又は最少tごするような一張的な解をみつける方法である。決言すれば資源 (土地、労働力など)の制
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限量抹 よび各方式 (作 日、品 目など)の技術係数 r投 下労働力など)、利益係数 (所 得な ど)が与

えられた時.各 作 目渉どれぐらいやれば、利益の合計が最大になるかな敏学的に算出するものであ

る。 しか し、野菜作など所得変動の激しい作日では妥当な末U益係数の決定が難 しく、線型計画法の

利用は適切でないことが多い。

野菜作のような、いわゆる不確実性条件下での設計法には リスク ・ブログラミング ・ゲTム の理

論等がある。ここではゲームの理論をとりあげるが、この設討法は実現すると思われる経営諸条件

1のなかで、総示U盃係 数の最大化にとって最 も不利な諸条件が実現することを拒絶 し.獲 得 しうる最

低の総利益を最大化 しようとするものである。すなわち、各方式の利益係数を と植め確定値 として

ではな く、いくつかの有限種類の発生型として予測す る場合の計画である。 しか し、 この計画法で

は資源が制約されておらず、算出された解は常識的には確かに安全確実な計画ではあるが、特に労

働面におして非現実的な計画になりやすい。

最近、前述 した線型計画法とゲームの理論を折衷 した。すなわち、ゲームの理論をごよる方法に資

源の制約条件を付加する方法力開 発され、利用されはじめている。ここでは数学的方法として、こ

の資源制約付グァムの方ど夢荒いも耕地 4 ha、労働力 '人 を制約条件としも 価値変動 L収 量変動

をも考慮 して試算を行 った。

2)試 算された品 目て作型 )組 合せモデル

試算の結果でできた品目、作型は レタマルチ移値 て早どりおよび運どり)、加エアスパラガス、

短根 ニンジン(早播き)、 ハクサイ r秋どり)の 4品 目5作 型である。この計画は端的tごはアスパ

ラガスの収桂輸 まり、中心作 目であるレタスのうち、最も不安定なレタス露地直播 て夏どり)を

避け、ポリマルチカ利用して作期を前進 `レ タスマルチ移値早どり)あ るいは後退 `レ タスマルチ

移植運 ど,)さ せ、その間、短根 ニンジンの収穫があ り漏終 はハクサイの収穫となる計画であるょ

な沖 、周辺 の先進農家の経験的な対応として レタス遷地 直播作型力減反 し、ポリマルチ本」用のレ

タスの早 どり、運どり作型を増反させ、その間tご岩さぃ雨の影響を受けtごくい品 目の増反の意向が

確認され、試算結果 との類似が指摘できる。

3 普 及上の留意点

1)こ こでは収量b価 格の安定性、労働力の面から野菜作付品 目組合せモデルを試算 したが、輪

作ぉ部門結合上の補完関係、経営主の選好等を考慮 していない。またも労働に融通性をもたせ

るため 1ケ月区切りにしたことがぉ一部品 目b作 型 【レタスマルチ移値 )の 過大算出となり、

必ず しも現実的ではなし、

従 ってもgl」衰の算出された具体的数値を、そのまま現実に適用することは困難と考えあれる。

数値はあてすでも次の計画段階の試算計画法のための指針 と考え、試算結果 としての品 日、作

型を安定経営のための中心となる品目、作型と考えるのが妥当であろう。すなわちL最終的な

作付計画は試算結果カーつの指針として試算計画法により、個 の々農家の経営基盤、条件を考
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慮 しながらも浦密に練 クあげる必要がある。

2, 試 算に使用 した数値は全て大型 トラクター`45.う PS)を 中心に した大型機械作業T賞 体系

を基礎 としている。 しか し、野菜作付面積の規制要因は収夜労働であること力導;く、その意味

で大型機械作業体系といえども、収優作業が手作業中心という現状 では、や型あるいは小型機械

械作業体系でも同様の傾向と考えてよいであろ う。
'

4 試 験研究成績 の肋要
｀

1)試 験研究課題名 `園 試 と共同 )

実用化技術組立試族_― 高冷地野菜機械化栽倍技術組立実証試験 一

2)試 験研究年次および場 所                    .

昭和 46～ 昭和 50年   5ケ 年

岩手県園芸試験場、高冷地分場園場

3)試 験研究方法

記帳L聞 きとり調査結果および市場価格等の数値を使用 しての資源制約付ゲーム!ごょる分析

5 残 された問題点

4)瑞 作、部F」結合等を考慮した野菜作付計画の策定

ここでは、いわゆるクリーングクロ ップとぃゎれ るスイートヨーンが低収益のたを出 現 して

いない。輪作上泌須 の品 目であり、何らかの対応 て控除法など)が 必要である。すたも導入作

物に野菜以外の一般畑作物を含めての考察 も必要である。

` 参 考資料

1)工 篠 元   農 業経営の線型計画       明 文書房

、2)  〃     農 業経営設計の方法 !ごついて   北 海道における館農

経営の指導指針

3)佐 々木東一 線型計画法による農業経営    農 林省国内留学報告書

設計の話手法
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